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ヤクシカ被害対策の取組状況について（概要） 

 

 屋久島においては、ヤクシカの生息頭数の増加に伴いヤクシカの過採食による生物多様

性や森林生態系へ過剰な圧力がかかっており、特に世界遺産に指定される要因となった植

生の垂直分布がみられる西部林道地域においては、森林の生物多様性や生態系への被害が

顕著に見られるようになってきている。 

 このような被害状況に鑑み、森林生態系や生物多様性の保全、農林業への被害軽減等の

観点から、関係機関とも連携しながら、以下の内容（項目）のヤクシカの総合的な被害対

策を推進する。 

 

１ 野生鳥獣との共存に向けた生息環境等整備調査事業（委託調査事業） 

（１）目的 

      ヤクシカの過採食による被害状況、ヤクシカの生息、移動状況等を把握した上で、

森林生態系、生物多様性や国土の保全等の観点から、植生の保護・再生方策、ヤクシ

カの個体数調整方策等を含むヤクシカに関する総合的な対策の検討、取組を推進する。 

 

（２）平成２３年度調査の概要（別添１を参照） 

    ① 西部林道地域 

・植生・萌芽枝保護・再生調査 

・ヤクシカの生息密度等調査 

 

  ② 南部地域 

・植生･群落等の現況、被害状況調査 

・植生保護・再生調査 

・ヤクシカの生息密度調査 

 

    ③ 北東部地域  

・植生･群落等の現況、被害状況調査 

・ヤクシカの生息密度等調査 

・捕獲柵等による捕獲の試行 

 

    ④ 共通的な取組事項 

      ⅰ 有害捕獲個所の生息密度調査、植生調査 

      ⅱ ヤクシカ個体情報の収集
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（３）平成２４年度調査の概要(素案)（別添２を参照） 

①  共通的な取組事項 

      ⅰ 署、町及び猟友会による捕獲体制の構築 

      ⅱ 有害捕獲個所の生息密度等調査及び捕獲効果の検証 

      ⅲ 簡易モニタリング手法の開発 

   ⅳ ヤクシカ個体情報の収集 

   ⅴ 捕獲促進のための有効利用方策の検討 

 

②  西部地域 

・ヤクシカの生息密度等調査 

・植生・萌芽枝保護・再生調査 

 

③  南部地域 

・ヤクシカの生息密度等調査 

・植生保護・再生調査 

 

④  北東部地域  

・ヤクシカの生息密度等調査 

・捕獲手法(くくり罠、捕獲柵等)ごとの効果的設置方法の検証 

 

⑤  奥岳地域 

・ヤクシカの生息密度等調査 

・植生･群落等の状況、被害状況調査 

  

２ 森林整備事業を通じたヤクシカ被害対策 

（１）くくりわなを用いた有害鳥獣捕獲 

  ① くくりわなによる捕獲に全職員で取り組む。 

② わなの設置箇所は、事業実行箇所に係る最寄りの林道に設置 

    ③ 本事業と共存の森整備事業の効果的実施と順応的管理に資するため、各林道設置 

  箇所周辺における生息状況調査の実施（署及び委託を含む） 

 

（２）シカネットを活用した捕獲試験（２０５プロジェクト） 

    ① 平成２２年度設置のシカネット（愛子嶽国有林２０５林班の伐採跡地に設置）を 

  活用した囲いわなでの猟友会との共同捕獲に取り組む。 

      ※平成２２年度に屋久島町及び猟友会（上屋久猟友会、屋久町猟友会）と締結し 

    たシカ対策推進協定に基づく協力要請（地域との連携）。 

    ② これまで設置した調査プロットにおける生息状況及び植生調査の実施（委託）。 

 

（３）有害捕獲の取組み 

   平成２３年度のくくりわな等よる捕獲実績は、３１５頭（別紙参照）。 

   平成２４年度の目標は３００頭。 
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